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磁場は磁気制動やアウトフローの駆動を通して星形成ガス中心部から質量や角運動量を持ち去り, 原始星周り
の降着円盤や連星系の形成過程に大きな影響を与える. しかし星形成ガスの電離度は非常に小さいので, 磁場とガ
スの結びつきは弱く, 磁場は星形成の過程で散逸する可能性がある. それ故磁場の影響を調べる際には, ガスの電
離度を無矛盾に計算する必要がある. 注意するべきことは, 原始星が形成するような十分高密度では, 各化学反応
の順反応と逆反応が釣り合い, 電離度は熱平衡値をとるということである. ところが通常用いられる化学反応ネッ
トワークは逆反応をほとんど考慮していないので, 高密度における電離度の値が熱平衡値と一致しないという矛
盾点がある. そこで本研究では全化学反応について逆反応を考慮したネットワークを構築し, 低金属度ガスの温度
や電離度の進化を原始星が形成するような密度まで計算した. その結果, 密度 1014 − 1019cm−3における電離度の
値が, 従来計算されていたよりも 2-3桁も大きくなることがわかった. これはそのような密度でリチウム, ナトリ
ウム, カリウムといったアルカリ金属の電離が進むためである. 本講演では得られた電離度をもとに磁気散逸率を
計算し, その金属度依存性についても議論する.


